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教 科 書 か ら発展 させ る コ ミュニ カ
テ ィブな ク ラス活 動 の試 み
堀 歌 子
1.目はじめに二
日本語の授業において,揚 面,文 脈の中で新 しい語彙や文型を習得させ
ることを意図して作られた教科書を使用 した場合,各 課の授業形式は一艀
的に1復習1→1新 しい文法 ・文型の提示 ・導入1→.1機械的な練習[→ 腿
練習1→1本 文読解 ・聴解1・→1確認1といった教室活動の組み立てでな され
ているようである。
従って学習者は各課でどのような文型 ・文法事項を学ぶのかについては
具体的に知 らされ,口 頭練習によっても徹底的に形を教え込まれる。 しか
し文型を理解 し,表 現文型練習びできても現実の生活場面でその文型を使
って何ができるのか,ど のような話題について話せ,意 志の疎通かできる
のかに関してはあま り授業では取 り入れ られていない。
このことは1970年 代以後の言語学習に対する考え方の流れが よ り実際
的な言語使用,す なわち言語表現をそれを含む言語環境から切P離 す こと
な く言語をコミュニケーシ ョンの道具 として教えることに重点が置かれる
ようになってからは一層クラス活動の中の弱点として指摘されることが多
い。 これらの弱点 と言われている所の言語を運用する能力を養 うには,文
法 ・文型積み上げ式の教科書一冊に全てを依存した教室活動だけでは不充






るにはどのようなこと酵 絶 種1勢 碑 磯?か 郷 蓼 具体的に述
べ させ て い た だ く。
2・ 機 械 的 な ドリル か ら の発 展
・例1 ,名 前 を お願 い しま す 、
例2.も し も しゲ ー ム
匿 習 の文 法 ・文 型 事 項 の ドリル を しな が らク ラス 全体 の コミ ュニ ケ
.. r』シ.ヨン を図 る。
"1'目 例"1.』 名 前 を お願 い二し ます 。(ク ラヌ全 員)
目激 舞 伎 を見 た・こ と が あ りま す か。.
こ こで は経 験 を 問 う1「ん た こ と が あ る。」 の練 習 と して 各 自,例1の タ
スク シ ー トを持 ち教 室 中 聞 き 回 り,「 は い 」 の答 え の人 を見 っ け名 前 を書
き入 れ るじ.制限 時 問 を設 けて 競 い合 う目の も楽 しい 。 終 了 後 は だれ が ど ん な
経験 を した か を教 師 は学 習 者 か ら聞 き出 す さ そ の後,各 自の 楽 しか づ た経
験 を話 させ 宿 題 として そ の文 を書 く・.注意 点 は動 詞 「た形 」・の言 い 方 が不
正確 に な らな い よ うに気 を付 け る。・
例2,も し も しゲ}ム(ク ラ ス全 員)目
一今 朝 一番 早 く教 室 へ 来 た 人 は リー さん です
。
こrこで は連 体修 飾節 の使 い 方 の練 習 と して連 体 修 飾 語(句)+名 詞(人)の
形 の文 を読 み,・そ れ を 素早 く二 人 称 の疑 問文 に変 え1例1と 同 じ要 領 で 聞
き合 い タ ス クシ ー トに名前 を書 き入 れ て行 く。 そ の時1最 初 の話 し掛 け と
目して 「あ の う,ナ み ませ んが,目今 朝一 番 早 く教 室 べ来 ま した か。」」とい う
よ うに問 い か け,答 え が 「は い」 で も 「い い えゴ で も 「あ りが と う」 と言
って 次 の人 に移 って行 く。
終 了 後 は 再 び連 体 修 飾 文 で 「自転 車 に乗 れ な い人 は ～ さん と～ さん と～
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[例一1.,タ ス ク シ ー ト1
O「 ～たことがありまずか』を曲づて貝間し象しよう。
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話 させる.機会 にもな窮 また時問を区切ることで早 くしなけれぱという意
識が自然に発話を活発に切 同じ文型を何回 も練習 しているとい う意識を
薄れ させ,タ スクシー ト渉完成するころにはその文型がほとんど定着 して
いる。タスクシ」 トの準備だけでいろいろな文型練習に応用できる。
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[例2タ ス ク シ ー ト1
も レ も し ゲ ー ム









η 「.愛より強いもの麗 い』鷹 じている人は燃 質 か・
3・ 与えられた語彙 ・文型を使って文を作る練習からの発展
例3.グ ル ー プ名 は リン ドン ～
例 千、 背 中で話 そ う
ゲ ー ム的 要 素 を取 り入 れ,文 を作 り書 く作業 を楽 し §す る。
例3。 グル ー プ名 は リン ドン ～(グルrプ)
練 習 帳 な ど には た い て いr次 の文 を正 しい文 に しな さい 。」 と語 順 を入
れ替 え る練 習 問題 が 出 て い る。 外 国 学生 用 「目本 語 教 科 書 初 級 」 早稲 田
大学(以 後 く早 稲 田 〉 と略 す)に は練 習 帳5課 に次 の よ う な練 習 が載 うて い
る。1例3】,.こ の 種 の 練 習 は 比較 的 習 熟度 の低 い学 習 者 に とって は 苦手 意 識
力監出 る よ うで あ る。 そ こで ま ず ク ラス を 幾 つ か の グル ー プ に分 け,グ ル ー
プご とに例 えぱ,「 ドン ドン」 とか 「カン カ ン」 とか音 を表 現 した グル ー プ




5課 こ んどの 目曜 目
Eた目 だしい ぷんに しなさい◎
くR燗u幽cξ 伽 血皿ow邑88ro砥障 αword3駒 り慮e墨 恥 躍 幡 臨)
工 鵜:雛 し,と.は 、へ,・ス ミ泌 ん,い 帆,柚 い に.胃 鉾 ナ
2ど こ,先 生,行 きま ナ,ヘ レか,は,あ した
3h}あ なた、障、7メ リカ。か.か え 陰皇ナ
4つ ホ乳まナ,は,と きどき,か,あ なた
5さ んぽしまナ、く『らヤ㌔ か,匡,あ なた,忘 いにち1荏 んじかん
教 師 は 問 題 を 一 文 ず つ 提 示 で き る よ う に 準 備 して 置 く。(OHPを 利 用
す る の も良 い 方 法 で あ る〉一 つ の問 題 が 、OHPま た は黒 板 に示 され る と一
斉 に グル ー プ ご とで 話 し合 い,正 しい文 が で き る と,各 グル ー プ名 と して
付 け られ て い る音 を大 き な声 で言 う。 教 師 は一 番 早 く発 せ られ た音 の グル
ー プを指 名 し答 えを言 わ せ る
。全 問 題 が 口頭 で 言 い終 わ っ て か ら各 自書 く
作 業 に入 る。
教 室 の あ ち こち か ら聞 こ えて く る"リ ン ドン""カ ン カ ン,'"ブ ー ブ
ー"と 言 う音 に笑 い声 も響 き夢 中 で文 作 りを競 い合 ら て い る内 に か な り
の ドリル が で き,グ ル ー プ ワ・一ク を通 して低 い学 習 者 の理 解 も促 進 で き る。
例4.背 中で 話 そ う(ク ラス全 員)'
そ の課 で覚 え させ た い文 法 ・文 型 を取 り出 し タ ス グ シー トを作 る。 例 え
ば く早稲 田 〉23課 は文 型 と して..,......π......…..........
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AとBと どち らが好 き です か。..
Aよ りBの ほ うが好 き です 。目目目r
AもBも 同 じ ぐ らい好 きで す 。
.r,』.・、』.,
こ の課 で は二 つ の事 柄 の比 較 や 三 つ 以 上,ま た は あ る範 囲 の 中 か ら一 っ
を選 ぷ 言 い 方,人 の好 き嫌 い.を豪 す 言 恥 方 な、.ξ内黍 的 に は難 レ くな い の で
練 習 が単 調 に な り易 い 。 そ.こで例 尋の タ.スク シ歴 ト塗学 習者 全 員 の背 中 に
セ 胃テ ー プで 留 め させ る。用 意 が で き た ら一 斉 にパ ー トナ ー を見 つ け て背
中 の問題 を 一 問 質 問 して も ら う。目質 問者 は タスク シ ー トの書 葉 を質 問 文 に
直 し,「 あ な た は猫 と犬 と どち らが 好 きで す か 。」.と聞 き,答 之 る方 は 「私
は 犬 よ り猫 φ ほ うが好 き で す。」 と文 で答 孝 誉 。
、そg答 え を聞 いて 質 問者
は相 手 の背 中 の タ ス ク シ ー トに 「猫 」 と書 く。 今 度 は反 対 に質 間者 が 入 れ
換 って 同 じ要領 で 書 ぐ。 質 周 は ど こが ら始 め七 も良 い が お互 い に一 問 終 わ
[{列4タ スクシー ト]
脅 革 で は な そ う
次の曾葉を使って質問しましよう0
1ね こと犬(野 き〉
2テ ス トと宿題(き らい〕目
3響 理 とそう じ(じ ょうず〉
4豚 肉、 と り肉 、牛肉(た かい)
5テ レビ 、ラジ オ、映 面(む も しろい)
5ひ ら炉な、カタカナ(む ずかしい〉
7ス ポー ツ(一 番好 き)
5お 童、 ビアノ ㌧軍(砥 し い)
9お 父さ ん、お 母さん(や さしい)
エ0姐 震、か みなP、 火 事(こ わい)
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ったらパー トナーを代 之る・全部答 え葎書 姶ても・らった人は着席 し・完成
文 に書き直す。,






例5,.み ん なで 気 をつ け ま し ょ う。(ペ ア)
く早稲 田 〉26課 「試 験 」本 文 に 「注 意 を 言 い ま す か ら,よ.く 聞 いて くだ
さ い。」
一
,最 初 に番 号 と名前 を書 いて くだ さい。.
二,必 ず イ ン クで書 い て くだ さい 。
.三,障 か の人 と話 して はい けませ ん。目i...
と続 く文 が あ り,こ の.課で は 「～.ては い け ませ ん。」「～ て も い い で す。」 が





ご お のE『 尋ま.火,木,出 で すo
火 曜 日 、 木 曜 日 、 土 曜 日 は ご 弗 を 働 し
て 嘆〉レ、v、で す ψ
月 曜 日 、 水 曜.日 、 盈 曜 日 、 日 曜 日 ぼ
ご み 皆 出 し て は い け ま 鷲 んo
撚 え る ご み(紙 く ず や 生 ご み な ど).と
燃 え な い ご み(ブ ラ ス チ ッ ク や 空 び ん な
ど)は い,し ょ に 櫓 て な い で く だ さ いo
み ん な で 虫 を つ け ま し よ う・
くア パ ー トの 曹 塩 象 よ り 〉
σ 炊の中から1っ遣んで注富を書きましよう●
黄雛 磁 翼 コンサー陣 一ルの篠 獺 齢 齢ぞ
雛 勧 賑 マン軸 ン臆 蝋.ア バーゆ 難
畔 盟 校の雛 き鮒 陥 魂 瀞 粧 の匿目
赫 臨 駈 手 スール の潔.デ パートの鎧
薗樋 の蝋
ているかを示 し,他 人に注意をした9許 可を求めたり,与 えたわ色々な場
面に応用す る練習 として,ま た読む,書 く,.聞 く,話 すの統合的教室活動
の効果的方法として,教 師は.「私のアパー トにこんな張り紙 が張づてある
んですよ、」 と例5の 注意書きを渡 し読ませる。更 に 「あなた方の住んで
い る所はどうですか.」 と話題 を学習者 の身の周 りへ と導 く。
学習者からいろいろ 「～してもいいこと」や 「～してはいけないこと」
など話が出てから,次 にペアを組ませ二入で相談 して例5の 下の部分に書
いてある職業を一つ選ばせ,目.自分達がその立場だったらどのような事を注












































































































































































































































































全て継 アカ魯 終亀たら噸 驚 表させ後1こ舞 の勲 ど瞬 る激
科書曙 った事湖 実吋 雑 渤 守嘲 ナ込み談 似とほ論 艦 を
選択すう自叫 簿 禁止拓 か噂 事轄 者側1こある・無 それらが
諜 欝 個 騨 弊ll悶 酢　 とし　
5・ 会話練習からφ発展.
例6・ 映嘩鯖参蔀 .
会話勲 繊 を略 し鱒 ら・異聯 悌:1ナる非藷 コミ,ユオ ー















(うなずレ1て〕こ轍 麗 純 いようぽ肺 う.
〔ホヅとレた鼓で〕哲の映=が 始ま着まで2F萢を館もラときそラ.
くう;轟レ靭 ωOKす る1





が行われて蝸 が・学習和 自典 飛 辛二外 治 準 力請 てる練習
として絵や会話の枠組を与える方法は,目 的がはっきPし ていて会話文が
作 り易いだけでなく・・実際の会話では話 し手の表情や身ぶ り,し ぐさなど
全てが言葉 と共1こ意味を伝えていることも理解 させられる。
例6は ペァで与えら紅た会話の枠組に添 って自由に会話を完成させる練






1きせていただいた。何よ.りも学習者 と一緒畔授業を楽 しみたい とい う発想
から出ているので独 り善がりな点 もあると思 うが,こ れからの課題として
更に教科書を生かした使い方をエ夫 し,正 確 さプラス場面 ・話題,.人 間関
係にふさわしい言語運用能力を習得できる機会をできるだサ学習者に教室
活動を通 して与えられるよう努力 して行きたいと思 う。
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